
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豪雪お見舞い申し上げます。 
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今年の１月は明けても暮れても雪との闘いで、大変な毎日であ

りました。５年ぶりの豪雪ととなり、１月 27 日に災害救助法が適

用となり、2 週間以上も降り続けた雪は、ついに 1 月 31 日入広瀬

（穴沢）で４０９センチの観測地点日本一の積雪を記録しました。 

実現しました!! 
 

〇魚沼市医師等修学資金が創設されました。 
  昨年の9月議会の一般質問において、医師及び看護師の確保策として一

定期間、新小出病院や市立病院・診療所に勤務をした医師・看護師には返

還を免除する奨学金制度を創設することを提案させていただきました。 

12月議会で条例。基金が整備され、今年の4月より魚沼市医師等修学資金

を利用できることになりました。是非多いにご活用ください。 

 

〇軽度生活支援事業（除雪援助）の門払いの回数を 

守門・入広瀬地区 40 回を 60 回に、 

その他の地域 30 回を 45 回に増やしました。 
  今年は豪雪により、1月末ですでに門払いの限度回数を使いきってしま

うことを憂慮されている要援護世帯の高齢者の声を受け、今後も安心して

門払いに対応できるよう、2月2日の福祉環境委員会で、回数を増やすよう

に要望し、各地域５０％の割増しを実現させていただきました。 

  

 

1月 15日より連続して1週

間雪が降り続いた 22 日、私

は住民の皆様の窮状の様子

を伺う為、最初に入広瀬地域

に入り、その後毎日、各地域

をまわりながら、点検させて

頂きました。伺った先々で

様々なご要望を聞くことで、

多くの課題も雪彫りになり、

担当課へ、様々な提案をさせ

て頂きました。 

特に 1 月 31 日の月曜日は

朝 8時半に家を出て廻り始め

ると、次々と携帯電話に多く

の苦情や不安のお声が寄せ

られました。この日は降雪も

多く、市民の皆様の疲労もピ

ークだったようです。また、

休み明けでもあり、市役所・

自治会長・民生委員・除雪業

者さんなども、終日対応に追

われた一日だったことでし

ょう。 私も、それぞれの対

応を終え、我が家に帰ったの

は夜の 9時過ぎでした。 
 

 

災害救助法の適用を受け、2 月 7 日(月)に、

公明党山口那津男代表・石田衆議院議員・長

沢参議院議員・公明党志田県議会議員の一行

が魚沼市・南魚沼市に、視察に訪れました。 

南魚沼市では、積雪による倒壊の恐れのあ

る空き家や、消雪用の地下水汲み上げによる

地盤沈下の様子を調査しました。 

魚沼市では建設業者会から除雪体制の意見

を伺い、入広瀬横根地域の住民と懇談し、通

院や買い物など日常生活の様子や、除雪対策

の要望を伺いました。 
 

公明党山口代表（写真中央）・石田衆議院議員（左端） 

渡辺一美(左から 2番目)・長沢参議院議員(左から 3番目) 

  

[写真左] 

横根地域で区長より説明を受ける山口代表ら。 

(写真左から石田衆議院議員・山口代表・ 

公明党の県会議員・志田くにお議員・ 

渡辺一美・横根区長) 

[写真下] 

横根地域みずほ会館にて、住民と懇談。 

(写真左奥から石田衆議院議員・山口代表・ 

公明党の県会議員・志田くにお議員・ 

長沢参議院議員) 

 

 


